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Abstract 

The surface modification of polyimide (PI) and polyetheretherketone (PEEK), which are typical super engineering 

plastics, was carried out using plasma and ultraviolet light excited active oxygen. The hydrophilicity of the surfaces 

was confirmed by surface roughness and contact angle, and the percentage of constituent elements before and after 

surface modification was confirmed by XPS. In this paper, we also compare the effect of direct modification of PI 

and PEEK with and without nonwoven fabric, which blocks UV light and allows gas permeation, and report the 

effect of different excited states on the surface modifications. 
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1. 緒言

近年，プラスチックは利用が加速しており，食品分野，

電気機械，電子部品，化学工業など幅広い産業で利用され，

人々の生活に欠かせない存在となっている．プラスチック

とは，高分子材料を主原料として人工的に有用な形状に形

づくられた固体であり，金属と比較し軽量で化学的に安定

である．しかし，低い耐熱性のため，熱分解や熱変形を起

こしてしまうなどの問題がある 1,2)．プラスチックを大別 
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すると熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂に分けることができる．

熱可塑性樹脂のうちのスーパーエンジニアリングプラスチ

ック（スーパーエンプラ）は，従来のプラスチックに対し，

高い強靭性，耐薬品性，耐熱性など物理的な機能を付与し

た材料であり，積極的に金属材料の代替が進んでいる 3,4)．

スーパーエンプラの中でも，軽量で柔軟性のあるポリイミ

ド(PI)やポリエーテルエーテルケトン(PEEK)は，自動車お

よび航空宇宙分野における機械材料や，電子産業分野にお

ける基板材料としての需要が高まっている 5,6)．PI 表面と

PEEK 表面は疎水性であり，直接金属を施すと剥離が起こ

ってしまう．そのため，PI 表面や PEEK 表面を親水性に改

質し，金属との密着を確保することが必要になる．従来用

いられてきた表面改質法としてプラズマ処理が挙げられる．

しかし，プラズマ処理は，エネルギーが強すぎるため表面

形状が過剰に変形するなどの問題点もある 1,2,6～10)．表面粗

さが増大するとプラスチック表面に流れる伝送損失が大き

くなる 11)．そこで，我々は活性酸素種による表面改質に着

目した．活性酸素(AOS : active oxygen species)は表面形状を

大きく変化させるほどの強いエネルギーを有していないが，




